
Title 演出家金亜羅と太田省吾の沈黙劇 : 『地の駅』を中
心に

Author(s) 金, 潤貞

Citation 演劇学論叢. 2020, 19, p. 29-41

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/97394

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



演
出
家
の
金
亜
羅
（
以
下
「
金
」
と
称
す
る
）
は
一
九
八
四
年
、
ア

(
1
)
 

メ
リ
カ
演
劇
留
学
か
ら
帰
国
し
、
一
九
八
六
年
に
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
作
の
『
バ
ラ
の
刺
青
』
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
金
は
ま
だ
男

性
演
出
家
が
多
数
で
、
リ
ア
リ
ズ
ム
系
の
演
劇
が
主
流
だ
っ
た
韓
国

演
劇
界
に
て
、
既
存
の
戯
曲
中
心
の
演
劇
か
ら
脱
皮
し
た
、
彼
女
独

自
の
ミ
ザ
ン
セ
ー
ヌ
で
認
め
ら
れ
た
。
演
劇
学
者
の
ナ
ム
・
サ
ン
シ

オ
ー
ア
ソ
ク

(
2
)

ク
は
、
一
九
八

0
年
代
半
ば
の
金
の
登
場
は
「
当
時
ま
で
呉
泰
錫
し

か
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
内
の
非
リ
ア
リ
ズ
ム
の
実
験
的

(
3
)
 

な
演
出
を
本
格
的
に
拡
大
す
る
意
味
を
持
つ
」
と
述
べ
る
。

活
動
初
期
、
金
は
民
主
化
運
動
の
最
中
で
あ
っ
た
輯
国
社
会
に

「
人
間
性
の
回
復
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
げ
か
け
る
作
品
を
上

演
し
て
い
た
。
代
表
的
な
作
品
と
し
て
ピ
ー
タ
ー
◆
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー

作
の
「
エ
ク
ウ
ス
」
、
ヤ
ヌ
シ
ュ
◆
グ
ロ
ワ
ツ
キ
作
の
『
シ
ン
ダ
ス
』
、

バ
ー
ナ
ー
ド
・
ポ
メ
ラ
ン
ス
作
の
『
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
・
マ
ン
』
な
ど

キ
ム
ア
ラ

演
出
家
金
亜
羅
と
太
田
省
吾
の
沈
黙
劇
ー

『
地
の
駅
」

が
あ
る
。
小
劇
場
を
中
心
に
社
会
参
加
的
な
演
劇
を
上
演
す
る
一

方
、
金
は
一
九
九
三
年
、
気
の
合
う
同
僚
演
出
家
た
ち
と
共
に
、
今

日
ま
で
演
劇
実
験
室
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
小
劇
場
「
恵

(
4
)
 

化
洞
一
番
地
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
金
の
初
期
活
動
か
ら
見
つ
け
ら

れ
る
人
間
と
社
会
と
の
関
係
に
対
す
る
関
心
は
、
そ
れ
を
代
弁
す
る

と
も
言
え
る
「
身
体
」
と
劇
場
を
含
む
「
空
間
」
へ
の
探
求
で
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ム
ナ
ョ
ン

一
九
九
二
年
、
金
は
劇
団
「
舞
天
」
を
設
立
し
、
自
分
の
演
出
論

を
具
体
化
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
至
っ
て
、
金
は
東

ス

ム

ン

ム

ル

京
、
神
戸
、
京
都
で
『
隠
れ
た
水
』
(
-
九
九
二
）
を
上
演
し
た
後
、

一
九
九
五
年
に
は
太
田
省
吾
が
芸
術
監
督
を
務
め
て
い
た
湘
南
台
市

民
シ
ア
タ
ー
の
招
聘
で
『
オ
イ
デ
イ
プ
ス
と
の
旅
』
を
上
演
す
る
な

ど
、
日
本
演
劇
界
と
の
交
流
を
行
い
始
め
た
。キ
ョ
ン
ギ
ド
ジ
ュ
ク
サ
ン

金
は
一
九
九
六
年
、
ソ
ウ
ル
か
ら
離
れ
、
京
畿
道
の
竹
山
に
拠
点

を
移
動
し
、
野
外
劇
場
・
稽
古
場
を
建
設
、
『
オ
イ
デ
イ
プ
ス

イ
ン
ガ
ン

三
部
作
」
(
-
九
九
七
）
「
人
間
リ
ア
』
(
-
九
九
八
）
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
・

。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
（
一
九
九
九
）
な
ど
を
演
出
し
た
。
「
Ritual
Past. 

金

潤

貞

を
中
心
に
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Ritual P
r
e
s
e
n
t
」
と
い
う
主
題
意
識
の
下
で
、
彼
女
は
「
俄
式
的

(
5
)
 

な
演
劇
の
復
元
」
の
た
め
に
、
「
複
合
ジ
ャ
ン
ル
音
楽
劇
」
と
い
う

も
の
を
作
り
出
し
た
。
空
や
山
な
ど
の
自
然
を
舞
台
空
間
と
し
て
包

容
し
、
設
置
美
術
的
な
舞
台
を
具
現
す
る
一
方
、
音
や
音
楽
と
い
っ

た
表
現
を
劇
言
語
と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
、
言
葉
以
外
の

も
の
に
「
語
ら
せ
る
」
と
い
う
こ
と
を
試
み
て
い
た
。
そ
う
し
た
意

味
で
、
「
複
合
ジ
ャ
ン
ル
音
楽
劇
」
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
が
入
っ
て

い
る
音
楽
劇
と
い
う
よ
り
も
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
が
音
楽
の

よ
う
に
調
和
し
て
い
る
劇
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

二
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
金
は
歴
史
的
な
場
所
や
遺
跡
で

の
公
演
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
始
め
た
。
二

0
0
0
年
、
二

0
0
一
年

に
か
け
、
国
立
五
・
一
八
民
主
墓
地
で
の
光
州
五
・
一
八
民
主
抗
争

(
6
)

、
ン
ガ
ン

二
0
周
年
記
念
公
演
を
企
画
し
、
二

0
0
六
年
に
は
漢
江
を
主
題
と

ガ

ン

エ

す
る
『
江
へ
』
の
演
出
を
務
め
、
国
内
最
初
に
漢
江
水
上
公
演
を
披

露
し
た
。
こ
の
時
期
の
公
演
中
、
特
記
す
べ
き
も
の
は
二

0
0
七
年

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
寺
院
に
て
行
っ
た
「
A

S
o
n
g
 of M
a
n
d
a
l
a
』
（
マ
ン
ダ
ラ
の
歌
）
で
あ
る
。
韓
国
と
カ
ン
ボ
ジ

ア
両
国
の
約
九

0
名
の
僧
侶
と
八

0
名
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
た
巨

大
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
キ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
の
犠
牲
者
の

(
7
)
 

冥
福
を
祈
る
「
遷
度
祭
」
形
式
で
上
演
さ
れ
た
。
闇
の
中
で
行
わ
れ

た
こ
の
公
演
に
お
い
て
、
そ
の
形
式
と
目
的
が
儀
式
そ
の
も
の
に

金
亜
羅
の

「
水
の
駅
』

で
台
詞
を
消
さ
れ
た
俳
優
の
身
体
は
、

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
0
0
九
年
、
一
三
年
ぶ
り
に
ソ
ウ
ル
に
戻
っ
て
き
た
金
は
、
太

田
省
吾
の
駅
の
シ
リ
ー
ズ
を
企
画
、
上
演
す
る
こ
と
に
す
る
。
金
は

「
死
」
を
、
「
生
」
が
常
に
抱
え
て
い
る
「
人
間
の
悲
劇
性
」
と
し
て

捉
え
、
駅
の
シ
リ
ー
ズ
を
「
有
限
な
人
生
に
対
す
る
探
求
で
あ
り
、

(
8
)
 

存
在
の
意
味
を
問
い
返
す
作
品
」
と
解
釈
す
る
。
二

0
0
九
年
、
金

rャ
ン
ジ
ャ
ク

は
ソ
ウ
ル
に
戻
っ
て
開
い
た
小
劇
場
「
創
作
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ス
タ
ジ

オ

1
0
9
」
で
「
水
の
駅
j

を
、
同
年
―
二
月
ア
ル
コ
芸
術
劇
場
大
劇

場
の
円
形
舞
台
で
「
風
の
駅
』
を
、
二

0
1
―
年
に
は
ソ
ウ
ル
の
国

立
劇
場
と
東
京
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で
『
砂
の
駅
』
を
上

演
し
た
。
世
界
国
立
劇
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環
で
、
日
本
と
韓

国
が
共
同
制
作
し
た
『
砂
の
駅
』
に
は
、
転
形
劇
場
の
団
員
で
あ
っ

た
大
杉
蓮
た
ち
が
参
加
し
、
太
田
省
吾
に
対
す
る
敬
意
を
込
め
た
公

演
と
も
な
っ
た
。
そ
の
後
、
二

0
1
―
―
一
年
に
、
駅
の
シ
リ
ー
ズ
の
最

チ

ェ

ジ

ュ

ド

ウ

ド

後
の
作
品
と
し
て
『
地
の
駅
』
が
済
州
島
の
牛
島
に
て
上
演
さ
れ
た
。

し
か
し
、
金
の
沈
黙
劇
の
上
演
は
あ
ま
り
大
き
い
反
響
を
呼
ば
な

か
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
以
下
の
二
つ
の
批
評
が
共
通
し
て
指

摘
し
て
い
る
点
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
初
の
沈
黙
劇
で
あ
っ
た

『
水
の
駅
」
の
上
演
に
つ
い
て
演
劇
評
論
家
の
イ
・
キ
ョ
ン
ミ
は
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

30 



意
図
と
は
違
っ
て
固
有
の
質
感
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な

印
象
を
与
え
る
。
（
中
略
）
（
俳
優
の
身
体
は
）
消
え
た
言
語
を
補

完
す
る
た
め
に
、
そ
れ
以
上
に
強
く
機
能
し
て
い
る
機
械
的
な

約
束
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
硬
直
し
て
い
た
。
彼
ら
の
体
は
、
そ

れ
自
体
の
独
自
の
存
在
感
を
喪
失
し
た
ま
ま
、
す
で
に
完
成
さ

れ
た
戯
曲
の
シ
ス
テ
ム
及
び
そ
の
主
題
を
伝
え
る
受
動
的
な
媒

体
で
あ
る
。
よ
く
整
え
ら
れ
、
ま
と
め
ら
れ
た
様
式
的
な
象
徴

(
9
)
 

だ
け
が
見
え
る
。

身
体
が
言
葉
の
な
く
な
っ
た
空
席
を
補
充
す
る
も
の
に
な
っ
た
ゆ

え
に
、
身
体
が
固
有
の
言
語
を
失
い
、
結
果
的
に
様
式
化
さ
れ
た
公

演
は
中
身
の
な
い
公
演
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
金
の
公
演
に

お
け
る
様
式
の
問
題
は
二

0
0
0
年
以
降
の
金
の
演
出
作
品
全
般
の

問
題
と
し
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

=
1
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
金
亜
羅
の
公
演
で
よ
く
見

つ
け
ら
れ
る
弱
点
は
、
彼
女
の
舞
台
で
ド
ラ
マ
が
弱
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
改
作
を
経
た
ド
ラ
マ
は
様
式
に
対

す
る
意
欲
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
支
配
に
よ
っ
て
、
感
性
の
言

語
を
失
い
、
乾
燥
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
ゆ
え
、
公
演
が
空
虚
し

が
ち
に
な
る
。

金
亜
羅
は
ド
ラ
マ
自
体
を
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
駅
の

シ
リ
ー
ズ
」
は
台
詞
の
全
く
な
い
沈
黙
劇
で
あ
る
。
こ
こ
で
金

亜
羅
は
彼
女
が
望
ん
で
い
た
詩
と
し
て
の
演
劇
を
実
現
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
駅
の
シ
リ
ー
ズ
、
そ
れ
は
休
ま
ず
実
験
し
て
き

た
彼
女
が
披
露
し
た
、
今
ま
で
と
し
て
は
最
終
的
な
成
果
で
あ

る
。
し
か
し
、
残
念
な
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
が
あ
ま
り
大
き
な
反

響
を
呼
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
様
式
的
に

そ
れ
ほ
ど
新
し
く
な
く
、
そ
れ
で
沈
黙
は
す
ぐ
倦
怠
に
陥
っ
て

し
ま
っ
芦
゜

上
記
の
批
評
は
金
の
涼
刺
が
「
演
劇
性
11

ド
ラ
マ
性
」
を
喪
失
し

て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
言
い
換
え
れ
ば
、
両
方
の
批
評
が
問
題

視
す
る
点
は
様
式
化
と
の
関
連
に
お
い
て
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。
本
稿
は
、
韓
国
で
の
太
田
省
吾
の
沈
黙
劇
の
受
容
と
共
に
、
金

の
『
地
の
駅
』
を
検
討
し
、
太
田
の
も
の
と
は
異
な
る
「
沈
黙
」
の

意
味
を
考
え
て
み
る
。
そ
の
上
で
、
金
の
沈
黙
劇
を
新
た
な
側
面
か

ら
照
明
し
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
韓
国
で
の
「
沈
黙
劇
」
が
持
つ
意

義
を
再
発
見
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
ず
、
太
田
省
吾
の
沈
黙
劇
が
韓
国
に
紹
介
さ
れ
た
一
九
八
八
年

(11) 

の
文
脈
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
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キ

ム

ジ

ハ

一
九
七
二
年
、
牌
十
郎
の
状
況
劇
場
の
『
二
都
物
語
』
と
金
芝
河

ソ

ガ

ン

の
「
金
冠
の
イ
エ
ス
』
が
ソ
ウ
ル
の
西
江
大
学
校
で
上
演
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
は
戒
厳
令
下
で
あ
っ
た
韓
国
か
ら
の
許
可
を
得
ず
に
行
っ
た

ゲ
リ
ラ
公
演
で
あ
っ
た
が
、
日
本
と
輯
国
の
（
非
公
式
的
）
初
交
流

と
言
い
得
る
。
最
初
の
公
式
的
な
日
韓
演
劇
交
流
は
、
一
九
七
九
年

の
韓
国
の
劇
団
「
自
由
」
と
日
本
の
劇
団
「
昴
」
と
の
交
流
で
あ

七
ジ
ョ
ン

る
。
一
九
七
九
年
一

0
月
、
劇
団
「
昴
」
は
前
年
に
開
館
し
た
世
宗

文
化
会
館
小
劇
場
で
『
海
は
深
く
青
く
』
（
テ
レ
ン
ス
・
ラ
テ
イ
ガ
ン
作

／
福
田
恒
存
・
樋
口
昌
弘
演
出
）
を
、
劇
団
「
自
由
」
は
同
年
―
一
月
、

パ
ク
ウ
ナ
ュ
ン
キ
ム
ジ
コ
ン
オ
ク

『
何
に
な
る
と
い
う
の
か
』
（
朴
牛
春
作
／
金
正
鉦
演
出
）
を
三
百
人
劇

場
で
上
演
し
た
。
本
交
流
は
、
双
方
の
訪
問
公
演
が
可
能
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
、
ま
た
一
九
四
五
年
の
解
放
以
後
の
韓
国
に
て
、
日
本
劇

団
に
よ
る
、
日
本
語
で
実
現
さ
れ
た
初
日
本
演
劇
で
も
あ
っ
た
と
い

う
点
で
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
昴
」
の
ソ
ウ
ル

バ
ク
ジ
ョ
ン
ヒ

で
の
上
演
初
日
が
朴
正
熙
前
大
統
領
の
暗
殺
事
件
と
重
な
っ
て
し
ま

い
、
そ
の
日
程
が
短
く
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
公
演
自

体
が
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
残
念
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
続

チ
ョ
プ
ン

き
、
一
九
八

0
年
―
一
月
、
呉
泰
錫
の
『
草
墳
』
が
池
袋
の
文
芸
座

ル
・
ピ
リ
エ
で
上
演
さ
れ
、
日
翰
演
劇
交
流
の
持
続
可
能
性
を
固
め

こ。t
 日韓
演
劇
交
流
が
本
格
化
さ
れ
、
緯
国
舞
台
で
日
本
の
演
劇
が
頻

繁
に
上
演
さ
れ
始
め
た
の
は
、
一
九
八

0
年
代
半
ば
に
至
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
一
九
八
五
年
、
つ
か
こ
う
へ
い
は
輯
国
の
俳
優
た
ち
と
共

に
「
熱
海
殺
人
事
件
』
を
上
演
し
た
。
未
だ
剌
激
的
な
表
現
が
許
可

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
『
熱
い
海
』
に
変
わ
っ
て

(12) 

い
た
。
そ
の
公
演
は
「
見
な
か
っ
た
演
出
家
が
い
な
い
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
、
韓
国
演
劇
界
内
部
の
人
は
無
論
、
一
般
観
客
に
も
大
い
に

反
響
を
引
き
起
こ
し
た
。
一
九
八
六
年
に
は
劇
団
S
C
O
T
の
『
ト

ロ
イ
ア
の
女
』
が
鈴
木
忠
志
の
演
出
で
、
そ
の
後
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
芸
術
祝
典
の
一
環
と
し
て
太
田
の
沈
黙
劇
『
水
の
駅
』
が
ソ

ウ
ル
と
釜
山
で
そ
の
幕
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
に
初
涼
さ
れ
、
海
外
か
ら
の
評
判
も
十
分
さ
れ
て
い

た
太
田
の
沈
黙
劇
は
、
一
九
八
八
年
と
い
う
、
日
輯
演
劇
交
流
が
盛

り
上
が
っ
て
い
く
時
期
に
韓
国
に
紹
介
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
時
期
に
紹
介
さ
れ
た
日
本
演
劇
に
比
べ
、
そ
れ
ほ
ど
の
反
響
を
起

こ
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
演
劇
学
者
の
イ
・
ミ
ウ
ォ
ン

は
当
時
、
つ
か
こ
う
へ
い
と
鈴
木
忠
志
の
上
演
が
与
え
た
影
響
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

し
か
し
、
韓
国
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
作
品
は
、
一
九

八
五
年
に
在
日
韓
国
人
の
つ
か
こ
う
へ
い
が
韓
国
語
に
翻
訳
さ

れ
た
自
分
の
作
品
の
『
熱
海
殺
人
事
件
」
を
「
熱
い
海
』
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
上
演
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
た
ず
ら
と
見
紛
う

ほ
ど
の
速
い
変
身
と
テ
ン
ポ
で
感
情
を
盛
り
上
げ
て
い
く
そ
の

32 



公
演
は
、
韓
国
の
演
劇
界
に
と
っ
て
新
鮮
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
後
、
速
い
テ
ン
ポ
や
感
情
へ
の
密
着
な
ど
の
効
果
が
輯

国
の
演
劇
に
も
現
れ
始
め
た
と
言
え
る
。

（中略）

鈴
木
忠
志
の
国
際
的
な
名
声
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
ギ

リ
シ
ャ
古
典
を
日
本
の
演
劇
で
表
現
し
た
公
演
様
式
は
、
韓
国

の
伝
統
の
取
り
入
れ
方
を
再
考
さ
せ
た
。
七

0
年
代
か
ら
蒋
国

演
劇
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
現
代
劇
で
の
伝
統
受
容
に
お
い

て
、
鈴
木
忠
志
が
日
本
の
伝
統
を
果
敢
に
西
欧
劇
に
適
用
し
た

の
は
、
深
い
印
象
を
残
し
た
。
我
が
演
劇
の
ス
タ
イ
ル
で
西
欧

作
品
を
試
み
る
と
い
う
実
験
に
お
い
て
、
確
か
に
鈴
木
忠
志
は

(13) 

―
つ
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
。

つ
か
こ
う
へ
い
が
新
た
な
演
出
ス
タ
イ
ル
に
影
響
を
与
え
た
一

方
、
鈴
木
忠
志
は
当
時
、
韓
国
の
演
劇
人
が
抱
い
て
い
た
伝
統
演
劇

へ
の
問
題
意
識
に
、
あ
る
種
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
提
示
し
た
と

言
い
得
る
。
イ
・
ミ
ウ
ォ
ン
は
続
い
て
太
田
に
関
し
て
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
太
田
省
吾
の
転
形
劇
場
が
『
水
の
駅
』
を
ソ
ウ
ル
と

釜
山
で
披
露
し
た
。
能
を
も
と
に
し
た
よ
う
な
「
静
か
な
演

劇
」
の
系
列
を
連
想
さ
せ
る
こ
の
公
演
は
、
速
い
演
劇
の
み
に

慣
れ
て
い
た
韓
国
の
観
客
に
実
に
深
い
印
象
を
残
し
た
。
し
か

し
、
形
而
上
学
的
な
公
演
が
難
し
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
に
す
ぐ

影
響
を
受
け
た
公
演
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
金
亜
羅
が
ミ

レ
ニ
ア
ム
に
入
っ
て
か
ら
、
「
水
の
駅
』
（
二
0
0
九
）
『
風
の
駅
』

（
二
0
0
九
）
「
砂
の
駅
j

（
二
〇
―
-
）
の
三
部
作
を
演
出
し
た
が
、

(14) 

や
は
り
大
き
な
反
響
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

当
時
の
太
田
省
吾
の
沈
黙
劇
の
上
演
に
関
す
る
記
述
は
上
記
の
内

(15) 

容
と
ほ
と
ん
ど
相
違
な
い
。
具
体
的
で
は
な
い
な
が
ら
も
、
金
の
沈

黙
劇
に
対
す
る
言
及
も
冒
頭
の
批
評
と
大
き
い
違
い
が
な
い
と
い
う

の
が
わ
か
る
。
あ
る
接
点
で
具
体
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
他
の
日

本
演
劇
と
は
異
な
り
、
太
田
の
沈
黙
劇
は
感
覚
的
な
不
慣
れ
さ
を
印

象
づ
け
た
と
同
時
に
、
そ
の
不
慣
れ
さ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
太
田
の
作
品
を
受
け
入

れ
よ
う
と
す
る
さ
い
に
、
そ
れ
を
支
え
る
「
視
線
の
根
拠
」
と
い
う

べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
太
田
と
彼
の
演

劇
に
関
す
る
情
報
や
知
識
と
は
異
な
る
感
覚
の
次
元
の
こ
と
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

韓
国
で
太
田
の
沈
黙
劇
の
シ
リ
ー
ズ
を
全
て
上
演
し
た
派
出
家
は
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金
亜
羅
が
唯
一
な
の
で
、
彼
女
の
沈
黙
劇
を
考
え
る
こ
と
は
輯
国
で

(16) 

の
沈
黙
劇
を
検
討
す
る
こ
と
と
同
等
で
あ
る
。
二

0
ニ
―
一
年
の
『
地

の
駅
』
の
上
演
以
後
、
金
は
二

0
一
九
年
、
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ

リ

ガ

ソ

ロ

ル

ル

ア

ル

ジ

モ

ッ

ヘ

ド

ン

シ

ガ

ン

作
の
「
私
た
ち
が
互
い
を
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
時
間
J

(初

演
i

一
九
九
―
二
年
）
を
再
演
す
る
ま
で
、
演
出
活
動
を
し
て
い
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
金
の
沈
黙
劇
シ
リ
ー
ズ
は
彼
女
の
演
劇
キ
ャ
リ
ア
の

あ
る
段
階
に
お
け
る
最
近
の
到
達
点
で
も
あ
る
と
言
え
る
。

太
田
の
『
地
の
駅
』
(
-
九
八
五
）
が
『
水
の
駅
」
(
-
九
八
ー
）
に

続
い
て
発
表
さ
れ
た
二
番
目
の
沈
黙
劇
で
あ
る
一
方
、
金
の
『
地
の

駅
』
は
彼
女
の
駅
の
シ
リ
ー
ズ
の
「
完
成
作
」
と
し
て
、
前
の
三
つ

の
沈
黙
劇
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
場
面
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
作
り
出
さ

れ
た
。
そ
れ
は
五
日
間
済
州
島
の
東
端
に
あ
る
牛
島
で
行
わ
れ
た

『
水
、
風
、
砂
、
地
展
』
（
総
監
督
・
演
出
~
金
亜
羅
）
と
い
う
芸
術
祝

(17) 

典
の
一
環
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。
舞
台
に
な
る
場
所
は
牛
島
の
墓
地

オ
ル
ム
と
い
う
所
で
あ
る
。
「
オ
ル
ム
」
と
は
「
寄
生
火
山
」
を
示

す
済
州
方
言
で
、
済
州
人
は
死
ん
だ
ら
そ
こ
に
葬
ら
れ
る
。
オ
ル
ム

に
葬
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
火
山
島
で
あ
る
済
州
島
で
は
、
生
ま
れ

た
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
い
く
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
ま

た
、
オ
ル
ム
は
済
州
島
四
・
三
事
件
の
始
ま
り
を
告
げ
る
場
所
で
あ

り
、
悲
劇
的
な
事
件
の
犠
牲
者
が
多
数
葬
ら
れ
て
い
る
場
所
で
も
あ

る
。
つ
ま
り
、
済
州
の
オ
ル
ム
は
人
間
と
し
て
の
私
た
ち
の
生
と
死

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
韓
国
の
近
現
代
史
の
一
部
を
想
起
さ
せ
る

(18) 

場
な
の
で
あ
る
。

7

ゲ
ジ
ョ
ン
リ
ュ
ザ
ン

『
地
の
駅
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
「
土
の
停
留
場
」
と
翻
訳
さ
れ

て
い
る
。
「
土
」
は
「
地
」
と
同
等
の
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
地

の
構
成
物
で
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
「
土
」
は
、
特
に
牛
島
の
主
要

産
業
で
あ
る
農
業
、
い
わ
ば
生
産
を
連
想
さ
せ
つ
つ
、
死
ん
だ
人
間

が
い
く
場
所
(11

地
）
、
ま
た
そ
の
身
体
の
最
終
的
な
形

(11

土
）
と

し
て
の
意
味
を
抱
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
停
留
場
」
と
い
う
単
語

に
よ
っ
て
「
し
ば
ら
く
と
ど
ま
る
」
と
い
う
意
味
が
強
鯛
さ
れ
、
頴

然
と
現
れ
、
闇
の
中
に
去
っ
て
ゆ
く
『
地
の
駅
』
の
人
物
た
ち
の
姿

が
、
ま
る
で
オ
ル
ム
に
葬
ら
れ
て
い
る
亡
霊
た
ち
の
短
い
帰
還
を
象

徴
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
土
」
は
「
オ
ル
ム
」
と
い

う
墓
地
と
の
関
係
の
中
で
、
私
た
ち
の
生
の
源
泉
、
私
た
ち
の
終
着

点
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
公
演
が
行
わ
れ
る
場
所
自
体
の
地

理
的
・
歴
史
的
脈
略
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
な
が
ら
、
再
発
見
し
よ
う

と
す
る
点
に
お
い
て
、
金
の
『
地
の
駅
』
は
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

光
の
中
で
始
ま
り
、
日
没
を
経
て
、
闇
の
中
で
終
わ
る
本
公
演

は
、
照
明
を
含
め
一
切
の
機
械
を
使
用
し
な
い
。
オ
ル
ム
の
向
こ
う

か
ら
「
大
き
な
荷
物
の
男
」
、
「
少
女
」
、
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
も
持

っ
「
夫
婦
」
が
登
場
す
る
と
、
既
に
舞
台
空
間
に
在
っ
て
い
た
「
産

む
女
」
、
「
老
女
」
な
ど
の
人
物
が
動
き
始
め
る
。
以
下
は
同
時
多
発

的
に
行
わ
れ
る
『
地
の
駅
」
の
各
場
面
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
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［表］
(19) 

『地の駅」の場面

大きい荷物の男、少女、夫婦の登場

夫婦の食事

荷物を持つ二人の男の出会い

少女一荷物から人形を取り出す

少女の後ろを歩く待つ女 産む女の前に落とす

産む女 少女に水を頼む

花を持つ男ー産む女のダンス

夫婦の動き 性的な行為を連想

干物をする女ーカバンを持つ男の動き 待つ女

頂に向かっていく少女 闇がやってくる

夫婦一妻を背に負う男 頂に向かって行く

ボールで遊ぶ男一下の方に向かって走る 夫婦のテープルまで

人物たち、一人、二人去って行く 闇の中に退場

金
の

『
地
の
駅
』
は
太
田
の
テ
キ
ス
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
他
の
駅
の

シ
リ
ー
ズ
作
品
か
ら
の
人
物
お
よ
び
場
面
と
合
わ
せ
、
再
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
―
二
つ
の
前
作
品
か
ら
の
人
物
や
場
面
が
挿
入
さ
れ
、

場
面
の
順
番
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
遂
行
す
る
行
動
が
変
わ
り
、
原
作

の
一
部
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
原
作
の
「
風
の
娘
た
ち
」

が
な
く
な
り
、
彼
ら
の
強
烈
な
台
詞
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

『
砂
の
駅
』
の
「
夫
婦
」
（
食
事
す
る
夫
婦
）
と
、
『
風
の
駅
』
の
「
花

の
男
」
が
入
っ
て
来
、
「
男
ー
女
」
像
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
他
に

も
、
再
構
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
生
ま
れ
た
本
公
演
に
は
幾
つ
か

の
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
よ
り
明
確
な
理
解
の
た
め
に
、
太
田
の

『
地
の
駅
』
の
公
演
の
特
徴
と
比
較
し
な
が
ら
述
べ
て
い
く
。

ま
ず
、
動
き
の
速
度
と
そ
の
質
感
の
違
い
で
あ
る
。

H
常
の
動
き

を
引
き
伸
ば
し
た
よ
う
な
、
極
端
に
遅
い
テ
ン
ポ
で
動
く
太
田
の
上

演
と
は
異
な
り
、
金
の
上
演
で
は
遅
い
動
き
と
共
に
、
日
常
の
ス

ピ
ー
ド
や
舞
踊
的
な
動
き
が
混
ざ
っ
て
い
る
点
が
目
立
つ
。
例
え

ば
、
最
後
の
場
面
で
は
歩
い
て
走
っ
て
、
そ
れ
か
ら
止
ま
っ
て
、
も

う
一
度
歩
く
と
い
う
速
度
の
変
奏
が
起
こ
る
。
そ
う
い
っ
た
様
々
な

テ
ン
ポ
感
が
変
わ
っ
て
い
き
つ
つ
、
全
体
的
に
「
遅
い
」
と
い
う
感

覚
よ
り
は
「
静
か
」
と
い
う
感
覚
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
ラ
イ
ブ
音
楽
の
使
用
が
特
徴
的
で
あ
る
。
太
田
の
原
作
に

用
い
ら
れ
た
音
楽
、
エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ
の
八
三
つ
の
ジ
ム
ノ
ペ

デ
ィ
ー
第
三
番
＞
は
、
金
の
上
演
で
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
で
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流
さ
れ
る
。
原
作
の
最
後
の
場
面
で
出
る
雷
鳴
も
ま
た
、
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
の
不
安
な
音
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
室
内
劇

場
で
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
風
や
虫
の
音
、
鳥
の
鳴
き
声
と

い
っ
た
自
然
の
音
が
音
響
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ラ
イ
ブ
演
奏
と

混
じ
り
合
い
な
が
ら
―
つ
の
音
楽
を
作
り
出
す
。

そ
し
て
最
後
に
見
出
さ
れ
る
相
違
点
は
、
登
場
の
方
法
で
あ
る
。

一
人
一
人
の
人
物
が
登
場
し
、
つ
い
に
空
間
の
中
で
共
存
す
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
、
太
田
の
『
地
の
駅
』
の
プ
ロ
セ
ス
と
は
異
な
り
、

金
の
場
合
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
よ
り
早
く
、
最
初
の
場
面
か
ら
何
人

か
の
人
物
た
ち
が
空
間
に
共
存
し
て
い
る
。
そ
の
人
物
た
ち
は
、
空

間
に
入
っ
て
く
る
人
物
た
ち
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
る
よ
う
で
も
あ

る。
こ
の
よ
う
に
、
金
に
よ
っ
て
再
創
造
さ
れ
た
『
地
の
駅
』
は
、
与

え
ら
れ
た
環
境
（
自
然
）
の
時
空
間
と
音
を
、
あ
り
の
ま
ま
の
舞
台

の
時
空
間
と
音
響
と
し
て
用
い
、
日
常
の
さ
さ
や
か
な
風
景
を
体
現

す
る
。
そ
れ
に
加
え
、
男
女
関
係
の
強
化
に
よ
り
、
「
生
の
循
環
」

つ
ま
り
「
生
の
持
続
性
」
と
い
う
劇
の
テ
ー
マ
が
浮
か
ん
で
く
る
。

す
な
わ
ち
、
本
公
演
は
、
人
為
的
な
も
の
を
押
し
出
し
、
身
体
と
そ

れ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
日
常
の
遂
行
、
そ
し
て
そ
の
生
命
力
を
描
き

出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

金
は
デ
ビ
ュ
ー
作
品
か
ら
今
ま
で
、
す
べ
て
の
作
業
を
「
戯
曲
を

書
き
直
す
こ
と
」
か
ら
始
め
た
。
そ
こ
に
は
、
発
話
の
主
体
を
多
様

化
し
よ
う
と
す
る
目
的
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
言
葉
の
み
に
依
ら

ず
、
そ
の
他
の
も
の
に
も
発
話
の
主
権
を
ゆ
ず
る
と
い
う
方
法
論
を

考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
考
え
は
、
金
の
初
期
活
動
か
ら

よ
ほ
ど
具
体
的
に
実
現
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
女
は
デ

ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
『
バ
ラ
の
刺
青
』
で
の
実
践
に
関
し
て
次
の
よ
う

に
語
る
。果

敢
に
全
体
を
一
三
個
の
シ
ー
ン
に
縮
約
し
ま
し
た
。
そ
う
し

な
が
ら
説
明
的
な
部
分
は
削
除
し
、
あ
る
部
分
は
追
加
し
ま
し

た
。
（
中
略
）
大
部
を
ミ
ニ
マ
ラ
イ
ズ
し
、
小
道
具
や
セ
ッ
ト
、

衣
装
な
ど
を
簡
素
化
し
て
表
現
す
る
と
い
う
（
中
略
）
演
技
も

そ
う
い
う
舞
台
に
合
わ
せ
、
ミ
ニ
マ
ラ
イ
ズ
し
よ
う
と
し
、
表

現
を
節
約
し
、
む
し
ろ
息
を
し
よ
う
と
（
中
略
）
そ
の
詩
的
な

言
語
が
感
動
的
で
、
そ
れ
を
た
だ
人
間
が
発
話
す
る
言
葉
と
考

え
ず
、
空
間
に
か
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
言
語
を
肉
感
的
に
、
空
間
の
言
語
に
置
き
換
え
よ
う

と
試
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
俳
優
は
言
葉
を
発
話
せ
ず
、
そ

四
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(20) 

の
言
葉
の
感
覚
を
手
振
り
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

金
に
と
っ
て
戯
曲
と
は
再
現
の
対
象
で
は
な
く
、
解
釈
に
よ
る
解

体
と
再
構
成
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
削
除
」
「
簡
素
化
」

「
節
約
」
し
た
金
の
テ
キ
ス
ト
は
舞
台
上
に
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
こ

と
の
「
矢
印
」
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
言
語
と
は
言
葉
に
よ
っ
て

「
説
明
」
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
空
間
や
身
体
を
含
め
、
舞
台
を

成
り
立
つ
全
て
の
も
の
を
通
し
て
も
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
踏
ま
え
る
と
、
金
が
二

0
年
を
経
て
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
な
公
演
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
必
然
的

な
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

逆
に
言
え
ば
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
テ
キ
ス
ト
か
ら
言
葉
を
消
し
て

い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
金
は
文
学
的
テ
キ
ス
ト
か
ら
演
劇
を
救
い

出
し
、
再
構
成
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
何
よ
り
も
い
か
に
言
葉

(II

台
詞
）
な
し
に
発
話
す
る
の
か
を
考
え
て
い
た
。
そ
の
中
で
様
々
な

発
話
の
媒
介
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
至
っ
た
沈
黙
と
い
う
状
態
は
、
確
か
に
沈
黙
を
人
間
の
「
普
通

の
状
態
」
と
捉
え
て
い
た
太
田
の
沈
黙
の
状
態
と
は
異
な
る
質
感
を

帯
び
る
。

し
か
し
、
金
が
沈
黙
そ
の
も
の
に
関
心
を
置
い
た
の
は
か
な
り
初

期
の
時
代
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
、
金
は
台
詞
の
全
く
な
い
「
私
た

ち
が
互
い
を
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
時
間
]
を
初
演
し
、
そ
の

例
え
ば
、
公
園
で
座
っ
て
、
人
々
を
見
ま
す
。
私
た
ち
が
あ

る
瞬
間
を
集
中
的
に
見
る
と
、
現
実
が
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
な

り
始
め
る
瞬
問
を
経
験
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
何
か
を
集
中
力
を

持
っ
て
見
る
と
、
そ
の
見
て
い
る
人
に
よ
っ
て
演
劇
が
作
り
出

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
実
は
そ
の
ま
ま
で
す
が
、
見
る

人
に
よ
っ
て
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
と
い
う
。
あ
る
人
の
歴
史
が
見

え
て
き
た
り
、
服
の
色
か
ら
あ
る
種
の
言
語
を
感
じ
た
り

゜

．．．．．． 
（
中
略
）
さ
さ
や
か
な
こ
と
の
中
で
演
劇
的
な
こ
と
が
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
作
品
を
作
り
な
が
ら
明
ら
か
に
確
認
し

ま
し
た
。
私
た
ち
が
作
っ
て
い
く
人
為
的
な
考
え
方
よ
り
も
、

観
客
の
参
加
を
通
し
て
、
感
覚
的
に
見
な
が
ら
、
聞
き
な
が

ら
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
け
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
い
く

と
、
観
客
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
が
も
っ
と
あ
る
と
い
う
こ
と
で

(22) 
す。

こ
こ
で
金
は
「
集
中
力
を
持
っ
て
何
か
を
見
る
」
と
い
う
行
為

が
、
さ
さ
や
か
な
日
常
の
こ
と
を
演
劇
的
な
瞬
間
に
変
え
る
力
だ
と

言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ド
ラ
マ
は
「
よ
く
見
る
」
行
為
か
ら
誕
生

す
る
と
い
う
。
こ
こ
で
、
「
見
る
」
と
い
う
の
は
言
葉
が
な
く
な
る

作
品
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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こ
と
に
よ
っ
て
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
言
葉
の
形
で
は
な

い
言
語
が
淫
か
ん
で
来
は
じ
め
る
。
こ
こ
で
の
「
言
葉
」
と
は
人
為
的

な
考
え
方
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
も
の
こ
そ
が
演
劇
を
楽
し

み
に
す
る
要
素
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
金
に
と
っ
て
、
「
見
る
」

と
い
う
行
為
の
前
に
、
つ
ま
り
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
に
は

「
言
葉
の
な
い
状
態
」
と
し
て
の
沈
黙
が
前
提
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
見
る
」
と
い
う
視
線
の
問
題
は
太
田
に
と
っ
て
も
非
常
に
璽
要

で
、
そ
れ
は
彼
の
劇
の
出
発
点
で
あ
る
。

ひ
と
り
の
男
が
落
ち
て
い
た
。

自
己
看
視
の
遠
隔
運
動
は
つ
づ
い
て
い
た
。
抽
象
的
生
活
が

つ
づ
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
以
上
の
高
み
は
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ

ど
の
と
こ
ろ
ま
で
昇
り
つ
め
た
と
き
だ
っ
た
。
ひ
と
り
の
男
が

落
ち
て
い
た
。
下
界
に
豆
粒
ほ
ど
の
男
が
あ
っ
た
。
生
き
も
の

の
よ
う
で
あ
る
か
ら
小
虫
ほ
ど
の
と
い
っ
た
方
が
い
い
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
も
そ
の
わ
た
し
に
似
た
男
は
居
眠
り
し
て
い

た
。
そ
う
見
え
た
。
何
か
高
尚
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
上
空
か
ら
は
虫
男
。
そ
の
頭
脳
と
称

す
る
も
の
が
煩
悶
を
抱
い
て
い
る
と
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ

れ
は
た
だ
じ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
居
眠
り
と
ど
こ

に
区
別
が
あ
る
の
か
。

（
中
略
）

朗
ら
か
だ
。

抽
象
的
な
考
え
は
ご
く
小
さ
な
具
体
を
も
っ
て
割
れ
た
。

空
虚
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
晴
れ
や
か
だ
。

こ
の
朗
ら
か
さ
、
晴
れ
や
か
さ
が
、
は
じ
め
て
わ
た
し
に
劇

的
な
綸
理
へ
手
が
か
か
っ
た
と
思
わ
せ
た
。

(23) 

こ
れ
か
ら
劇
だ
。

こ
こ
で
、
太
田
が
「
こ
れ
か
ら
劇
だ
」
と
言
う
瞬
間
は
、
現
実
か

ら
は
る
か
に
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
の
視
線
が
確
保
さ
れ
た
瞬
間
で
あ

る
。
劇
、
つ
ま
り
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
は
そ
う
し
た
「
距
離
」
を

と
っ
て
か
ら
始
ま
る
。
金
の
「
集
中
力
を
持
っ
て
よ
く
見
て
か
ら
生

ま
れ
る
ド
ラ
マ
」
と
は
異
な
り
、
太
田
の
視
線
は
極
端
に
反
対
側
に

あ
る
。
そ
の
視
線
か
ら
み
る
世
界
で
の
沈
黙
と
は
、
「
何
も
言
わ
な

い
」
と
い
う
「
言
葉
な
し
の
状
態
」
で
は
な
く
、
何
か
言
っ
て
い
る

の
だ
が
、
「
聞
こ
え
な
い
状
態
」
と
し
て
の
沈
黙
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
こ
こ
で
の
沈
黙
と
は
「
発
信
者
」
の
沈
黙
で
は
な
く
、

「
受
信
者
」
に
と
っ
て
の
沈
黙
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
太
田

の
沈
黙
が
彼
の
作
り
出
し
た
世
界
の
結
果
と
し
て
存
在
す
る
一
方
、

金
の
沈
黙
は
彼
女
の
演
劇
世
界
の
前
提
に
な
る
。

言
葉
以
外
の
要
素
を
通
し
て
（
言
語
化
し
て
）
発
話
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
中
心
に
言
葉
そ
の
も
の
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
何
か
を
発
話
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
お
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五
い
て
、

そ
の
媒
介
が
言
葉
で
は
な
い
と
い
う
点
か
ら
沈
黙
が
生
み
出

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
他
の
媒
介
が
必
ず
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
当
初
、
言
葉
の
排
除
を
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
沈
黙

を
言
葉
な
し
の
状
態
と
し
て
、
つ
ま
り
言
葉
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し

て
提
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
み
る
と
金
の
沈
黙
と
は
「
非
言

葉
」
も
し
く
は
「
反
言
葉
」
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る。
金
の
沈
黙
は
、
観
客
を
し
て
ド
ラ
マ
を
観
さ
せ
る
形
式
と
し
て
機

能
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
太
田
の
沈
黙
と
区
別
さ
れ
る
。
太
田
の

沈
黙
は
そ
れ
自
体
が
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
言
語
に
対
応
で
き
る
何

か
は
必
要
で
は
な
い
が
、
金
の
沈
黙
は
、
言
葉
の
代
わ
り
に
同
様
の

表
現
手
段
が
必
要
と
な
る
。
金
の
『
地
の
駅
』
で
は
言
語
に
代
え
ら

れ
て
い
る
も
の
は
「
身
体
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
テ
ン
ポ
の
変
奏
や

舞
踊
的
な
動
き
の
取
り
入
れ
が
意
味
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
言
い
換
え

れ
ば
、
身
体
が
言
葉
に
代
わ
る
表
現
手
段
、
媒
介
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

沈
黙
劇
が
、
今
日
ま
で
時
空
間
を
超
え
て
そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ

て
き
た
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
中
に
ど
ん
な
時
代
に
も
関
わ
ら
ず
貫

か
れ
て
い
る
人
間
自
体
に
対
す
る
深
く
て
鋭
い
考
察
が
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
。
そ
の
表
現
方
法
に
お
い
て
は
相
違
が
あ
る
が
、
金
も
ま
た
沈

黙
劇
が
持
っ
て
い
る
そ
の
力
を
基
に
自
分
の
沈
黙
劇
を
作
り
出
し

た
。
本
稿
は
、
太
田
省
吾
の
沈
黙
劇
が
緯
国
で
ど
の
よ
う
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
金
の
沈
黙
劇
シ
リ
ー
ズ
の
連
作
が
ど

ん
な
評
価
を
受
け
た
の
か
を
確
認
し
た
。
太
田
の
沈
黙
劇
は
、
同
時

代
の
日
本
涼
劇
に
比
べ
、
そ
し
て
彼
自
身
が
韓
国
演
劇
界
と
の
交
流

を
活
発
に
行
っ
て
い
た
人
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
影
響
力

と
い
う
べ
き
も
の
が
明
確
に
見
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
彼
の
演
劇
に
対
す
る
感
覚
的
な
基
盤

の
不
在
を
取
り
上
げ
た
。

金
は
韓
国
に
お
い
て
は
太
田
の
沈
黙
劇
を
全
て
上
演
し
た
唯
一
の

演
出
家
で
あ
る
た
め
、
彼
女
の
沈
黙
劇
を
見
る
こ
と
は
現
在
ま
で
輯

国
で
沈
黙
劇
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
を

考
え
る
際
に
―
つ
の
指
針
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
「
地

の
駅
』
は
、
他
の
沈
黙
劇
の
場
面
と
人
物
で
新
し
く
構
成
さ
れ
、
シ

リ
ー
ズ
の
最
後
を
飾
る
上
演
で
あ
っ
た
。
本
上
演
は
劇
場
の
中
で
行

わ
れ
た
他
の
沈
黙
劇
と
は
違
っ
て
済
州
島
の
牛
島
墓
地
オ
ル
ム
と
い

う
独
特
な
場
所
を
選
び
、
既
存
の
自
然
を
舞
台
・
音
響
と
し
て
用
い

た
。
特
に
、
そ
の
場
所
が
抱
い
て
い
る
生
と
死
の
意
味
、
そ
し
て
歴

史
的
象
徴
を
生
か
し
、
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
し
て
演
出
し
た
の
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
太
田
の
沈

黙
が
距
離
に
よ
り
自
然
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
一
方
、
金
の
沈
黙
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は
演
劇
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
に
入
る
た
め
に
必
要
と
な
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
相
違
点
が
見
出
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
金
の
ド
ラ
マ
が
必
ず
太
田
省
吾
の
沈
黙
劇
で
は
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
確
か
に
残
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
場
所
そ
の
も
の
が
ド
ラ
マ
に
な
る
と
い
う
サ
イ
ト
ス
ペ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
特
性
を
鑑
み
れ
ば
、
先
行
し
た
批

評
が
指
摘
し
て
い
た
「
ド
ラ
マ
性
」
の
問
題
に
お
い
て
は
満
た
さ
れ

た
公
演
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
金
の
『
地
の
駅
』

は
、
我
々
人
間
の
宿
命
と
し
て
の
「
死
」
、
ま
た
、
韓
国
の
近
現
代

史
の
矛
盾
と
傷
跡
を
抱
え
て
い
る
空
間
に
て
行
わ
れ
た
日
常
の
風
景

を
通
し
て
、
「
今
」
「
こ
こ
」
で
保
っ
て
い
る
生
の
強
靭
な
生
命
力
を

「
再
発
見
」
し
、
そ
の
「
価
値
」
を
再
確
認
す
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

金
の
沈
黙
劇
は
太
田
の
洞
察
を
共
有
し
つ
つ
、
形
式
的
に
は
変
容
す

る
こ
と
に
よ
り
、
沈
黙
劇
の
現
存
可
能
性
を
広
げ
た
と
言
え
よ
う
。

(
l
)
韓
国
の
中
央
大
学
校
演
劇
映
画
科
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
大
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
ハ
ン
タ
ー
校
で
修
学
。

(
2
)
本
文
で
は
、
名
前
や
作
品
名
を
含
む
全
て
の
ハ
ン
グ
ル
表
記
を
右
側
に

記
す
。

(
3
)
ナ
ム
・
サ
ン
シ
ク
（
南
相
植
）
「
サ
ン
サ
ン
リ
ョ
ク
エ
ヨ
ン
グ
ク
ー
イ
ミ

ジ
エ
ム
デ
グ
ソ
ン
ザ
ゴ
ブ
エ
グ
ア
ン
ハ
ヨ
」
[
想
像
力
の
演
劇
|
ィ

注

メ
ー
ジ
の
舞
台
構
成
作
業
に
関
し
て

r
『
ハ
ン
グ
ク
ヨ
ン
グ
ク
ハ
ク
j

[

翰

国
演
劇
学
]
第
四
八
号
、
二

0
―
二
、
二
六
一
頁
。

(

4

)

[

ヘ
フ
ア
ド
ン
イ
ル
ボ
ン
ジ
]
舞
台
と
観
客
席
が
固
定
せ
ず
、
自
由
に

変
形
で
き
る
プ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
劇
場
。
唯
一
の
同
人
制
体
制
劇
場
で

も
あ
る
。
一
九
九
四
年
に
、
一
期
同
人
か
ら
始
ま
り
、
二

0
一
八
年
に

七
期
同
人
が
発
足
し
た
。

(
5
)
金
は
一
九
九
0
年
代
末
か
ら
竹
山
に
て
上
演
し
た
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
・
プ

、
ン
ヨ
ル
ム
バ
ム
エ
ク
ム

ロ
ジ
ェ
ク
ト
J

r
マ
ク
ベ
ス

21
』
『
夏
の
夜
の
夢
]
な
ど
を
「
複
合
ジ
ャ

ン
ル
音
楽
劇
」
と
称
す
る
。

(6)
公
演
自
体
は
遺
族
の
反
対
の
た
め
中
止
さ
れ
た
。

(

7

)

[

チ
ョ
ン
ド
ゼ
]
死
ん
だ
人
の
魂
が
極
楽
に
行
く
よ
う
に
祈
る
俵
式

(8)
ソ
ン
・
ヒ
ョ
ン
ジ
「
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
八
ン
ウ
ム
ル
ル
パ
ヌ
ン
ヨ
ヘ
ン
ザ
、

ヨ
ン
チ
ュ
ル
キ
ム
ア
ラ
」
[
ィ
ン
タ
j

ビ
ュ
ー
~
一
つ
の
井
戸
を
掘
る
旅
行

者
、
演
出
家
金
亜
邑
『
ニ
ュ
ー
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
』
、
二

0
二
年
一

0
月
二

一
口
I
(
h
t
t
p
:
/
/
n
c
.
a
s
i
a
e
.
c
o
.
k
r
¥
v
i
e
w
.
h
t
m
?
i
d
x
n
o
1
1
2
0
1
1
1
0
2
1
0
2
2
1
0
0
1
8
2
4
9
、
濡
宍
終
問
四

麗
二
0
l
九
年
六
月
一
九
日
）

(
9
)
イ
・
キ
ョ
ン
ミ
「
ム
ゴ
ウ
ン
モ
ム
、
ガ
ッ
チ
ン
モ
ム
、
グ
ッ
ウ
ン
モ
ム
」

[
重
い
体
、
閉
じ
込
め
ら
れ
た
体
、
硬
い
体
]
‘
演
劇
評
綸
家
イ
・
キ
ョ

ン
ミ
評
論
ブ
ロ
グ
、
二

0
0
九
年
九
月
―
二
日

(https:/＼
blog.naver.

c
o
m
¥
p
u
r
u
n
8
、
揺
終
閲
覧
二
o
l
九
年
七
月
一
七
日
）

(10)
ナ
ム
・
サ
ン
シ
ク
（
南
相
植
）
、
二

0
―
二
、
二
八
四
頁
。

(11)
韓
国
に
日
本
の
演
劇
が
流
入
し
た
の
は
一
九
八
八
年
よ
り
も
以
前
な
の

だ
が
、
本
章
で
は
両
国
が
対
等
な
関
係
を
前
提
に
行
っ
た
交
流
を
中
心

と
す
る
。

チ
コ
イ
ジ
ュ
ポ
ン

(12)
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
、
俳
優
裾
珠
峰

(
M
B
C
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
つ
か
こ
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4
ム
ポ
ン
ウ
ン

う
へ
い
と
金
峰
雄
」
二
0
―
一
年
三
月
一
八
日
放
送
）

(13)
イ
・
ミ
ウ
ォ
ン
（
李
美
媛
）
「
イ
ル
ボ
ン
ヨ
ン
グ
ク
ギ
ョ
リ
ュ
サ

ワ
グ
ヨ
ン
ヒ
ャ
ン
」
[
日
本
演
劇
交
流
史
と
そ
の
影
郷
竺
「
ハ
ン
グ
ク

イ
ェ
ス
ル
亘
/
グ
」
[
韓
国
芸
術
研
究
]
第
八
号
、
二

0
一
三
‘
―
二
頁
。

(14)
前
掲
、
二
＿
一
頁
。

(15)
ま
た
、
太
田
の
沈
黙
劇
は
頻
繁
に
「
静
か
な
演
削
」
と
共
に
言
及
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
別
の
と
こ
ろ
で
論
じ
る
こ
と
に

す
る
。

(16)
『
水
の
駅
』
は
他
の
演
出
家
に
よ
っ
て
も
上
演
さ
れ
て
き
た
。

(17)
そ
の
以
外
に
は
国
内
外
三
一
名
の
芸
術
家
が
参
加
し
た
マ
イ
ム
公
演
や

設
置
美
術
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
展
示
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
舞
踊
公
演
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

(18)
太
田
省
吾
の
『
地
の
駅
』
(
-
九
八
五
）
に
お
け
る
空
間
も
そ
の
場
所
性
が

重
要
で
あ
る
。
彼
の
公
演
は
栃
木
県
宇
都
宮
市
大
谷
町
の
大
谷
石
地
下

採
掘
場
跡
の
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
巨
大
な
空
間
で
行
わ
れ
た
。

(19)
場
面
の
叙
述
は
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
撮
影
し
た
公
演
映
像
に
基
づ
い
て

い
る
。
撮
影
こ
ノ
ン
・
ダ
ヘ
／
絹
集
;
ャ
ム
・
テ
ウ
ン
／
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
i

金
亜
羅

(
h
t
t
p
s
:
/
/
b
l
o
g
.
n
a
v
e
r
.
c
o
m
¥
a
r
k
i
m
m
s
/
2
2
1
0
6
3
3
1
3
7
0
9
、
最
後
閲
荒
ニ
―

0
一
九
年
九
月
二
三
H
)

(20)
ソ
・
ヨ
ン
ホ
（
徐
淵
美
）
・
金
亜
羅
、
「
ジ
プ
ジ
ュ
ン
ト
ロ
ン
／
ハ
ン
グ
ク

ヨ
ン
グ
ク
エ
ミ
レ
ル
ル
ヨ
ヌ
ン
サ
ラ
ム
ド
ル
：
ナ
ロ
ブ
ト
チ
ュ
ル

バ
ル
ハ
ヨ
セ
ロ
プ
ケ
ジ
ョ
プ
ク
ン
ハ
ヌ
ン
シ
ル
ホ
ム
ジ
ョ
ク
ヨ
ン

グ
ク
マ
ン
ド
ル
ギ
ー
キ
ム
ア
ラ
エ
ヨ
ン
チ
ュ
ル
フ
ァ
ル
ト
ン
グ
ア
バ

ン
ボ
プ
」
[
集
中
討
論
／
韓
国
演
劇
の
未
来
を
開

v人
々

;
iか
ら
出
発

し
て
新
た
に
接
す
る
実
験
的
な
演
劇
作
り
ー
金
亜
羅
の
演
出
活
動
と
方

法
]
月
刊
I

ム
ン
フ
ァ
イ
エ
ス
ル
j

[

文
化
芸
術
]

化
芸
術
振
興
院
、
一
九
九
四

(21)
こ
の
作
品
は
ま
た
金
の
演
出
で
―

1
0
一
九
年
二
月
に
再
演
さ
れ
た
。
(
-
ー

0
一
九
年
二
月
二
0
日
ー
ニ
四
日
、
西
江
大
学
校
メ
リ
ホ
ー
ル
大
削
場
）

(
2
2
)ソ・
ヨ
ン
ホ
（
徐
淵
美
）
•
金
亜
羅
、
一
九
九
四

(23)
太
田
省
吾
(
-
九
七
五
）
『
飛
翔
と
懸
垂
』
而
立
書
房
、
二
九
＼
三

0
頁。

一
八
三
号
、
輯
国
文
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